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「もんじゅ」の経緯

・2016年12⽉21⽇ 原⼦⼒関係閣僚会議
「⾼速炉開発の⽅針」、「『もんじゅ』の取扱いに関する政府⽅針」を決定

・2017年 6⽉13⽇ 「もんじゅ」廃⽌措置推進チーム、「もんじゅ」廃⽌措置現地対策チーム
政府が「『もんじゅ』の廃⽌措置に関する基本⽅針」を決定
機構が「『もんじゅ』の廃⽌措置に関する基本的な計画」を⽂部科学⼤⾂に提出

・2017年12⽉ 6⽇

・2018年 2⽉ 9⽇

・2018年 3⽉28⽇

・2018年 4⽉ 1⽇

原⼦⼒規制委員会（NRA）に廃⽌措置計画を認可申請

NRAに保安規定変更を認可申請（組織改編に伴う変更他）

廃⽌措置計画の認可、保安規定変更の認可

敦賀廃⽌措置実証部⾨の発⾜

・2018年 6⽉28⽇ NRAに保安規定変更を認可申請（性能維持施設の明確化他）

・2018年 8⽉30⽇ 燃料体取出し作業を開始

・2018年 9⽉13⽇ 保安規定変更の認可
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廃⽌措置の全体⼯程

区
分

第1段階
燃料体取出し期間

第2段階
解体準備期間

第3段階
廃⽌措置期間Ⅰ

第4段階
廃⽌措置期間Ⅱ

年
度 2018 〜 2022 2023 〜 2047

主
な
実
施
事
項

燃料体取出し作業

汚染の分布に関する評価

⽔・蒸気系等発電設備の解体撤去

建物等解体撤去

ナトリウム機器の解体撤去

ナトリウム機器の解体準備

放射性固体廃棄物の処理・処分

注）使⽤済燃料の譲渡し及びナトリウムの処理・処分に係る計画については、第1段階において検討することとし、第2段階に着⼿するまでに廃⽌措置計画に
反映して変更認可を受ける。

○廃⽌措置の全体⼯程（30年間）を4段階に区分し、段階的に進めていきます。
○まずは燃料体取出し作業を最優先に実施し、第1段階中に取出しを完了する計画です。
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第1段階（燃料体取出し期間）の⼯程

Na Na

炉外燃料貯蔵槽

燃料出⼊機

燃料池
燃料移送機

燃料洗浄設備

燃料⽸詰設備

⽔中台⾞

⽔中燃料貯蔵設備

燃料交換装置

炉内中継装置

原⼦炉容器

原⼦炉容器から燃料池への取出し経路

︓ 燃料体の処理

凡例
︓ 燃料体の取出し

回転プラグ
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年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

燃料体の処理（530体）
炉外燃料貯蔵槽→燃料池

燃料体の取出し（370体）
原⼦炉容器→炉外燃料貯蔵槽

130体 130体 170体
第
１
段
階
に
お
け
る
燃
料
体
の
取
出
し

110体 130体 130体

2022.32020.112019.7

2019.9    2020.4    2021.1    2021.8    2022.5    2022.12

燃料体取出し
作業完了

• 8/28までの模擬訓練で9体の制御
棒の処理を完了

• 8/30〜10/12で33体の燃料体の
処理を完了

• 10/13〜現在、ドリップパンの洗浄等
を実施中

総合機能
試験 100体

6.19    
〜 6.21

7.13
〜 7.26

8.30〜12⽉8.19
〜 8.28

模擬訓練① 模擬訓練②

設備点検

「燃料体の処理」を現在、実施中

▽現在

ドリップパンの洗浄等



燃料体取出し作業の実施体制
作業体制

• 燃料取出し作業時のトラブルに対し、迅速な対応を⾏うため、運転と保守を⼀体化。
• 実施責任者の下、「操作チーム」と「設備チーム」で、安全かつ確実に作業を実施。
• 取出し作業初期における設備不具合への対応等に万全を期すため、模擬訓練の開始以

降、操作チームの要員を7名増やすとともに、機構及びメーカの⽀援要員を、当⾯の間、
増員し体制を強化。
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原⼦⼒機構 ３３名
実施責任者 ４名
操作チーム ２５名
設備チーム ４名

メーカ １０名

原⼦⼒機構 ４２名
実施責任者 ４名
操作チーム ２５＋７名
設備チーム ４名
⽀援要員 ２名

メーカ １３名



○炉外燃料貯蔵槽（EVST）にある使⽤済燃料体1体の移送（ナトリウム洗浄後、燃料池へ貯蔵）
○新燃料貯蔵ラックにある模擬燃料体1体の炉外燃料貯蔵槽への移送

燃料体の処理作業の流れ 5

洗浄

⽸詰処理

燃料
出⼊機

地下台⾞

地下
台⾞

⽸詰⽸
貯蔵ラック

新燃料
移送機

炉外燃料
貯蔵設備 燃料洗浄設備

燃料⽸詰設備

新燃料
貯蔵ラック

炉外燃料
貯蔵設備

⽔中
台⾞

燃料
移送機

燃料池

※今後、炉⼼から燃料を取り出す際に
燃料体の代わりに装荷する燃料体と
同じ形状のステンレス体

燃料
出⼊機

燃料
出⼊機

燃料
出⼊機

新燃料
移送機

予熱

燃料
出⼊機

使⽤済燃料体

⽸詰⽸

模擬燃料体※



燃料取出し作業（ドリップパンの洗浄）
・これまで33体の燃料体の処理を実施しており、処理に伴い燃料出⼊機に取り付けられているドリップパン
（ナトリウム受け）にナトリウムが徐々に溜まることから12体の移送を⽬安に交換が必要
（模擬訓練以降の交換実績︓8/18、8/29、9/8、9/30）

・交換したドリップパンを再使⽤するため、溜まったナトリウムを炉外燃料貯蔵槽内で溶かして抜いた後、機器
洗浄設備で洗浄（10/13から洗浄等を実施中）

燃料交換装置

回転プラグ

地下
台⾞

炉外燃料
貯蔵槽

（EVST）
炉内中継装置

燃料出⼊機

燃料洗浄設備

燃料出⼊機の動き

燃料⽸詰設備

⽔中台⾞

原⼦炉建物

原⼦炉補助建物 メンテナンス
建物

機器
洗浄
設備燃料検査槽

（ドリップパン保管場所）

グリッパ
交換
装置

燃料出⼊機

ドアバルブ

燃料

ドリップパン
ナトリウムが付着した燃料
等を吊り上げ、ドアバルブ
を閉めた際に滴下するナト
リウムを受ける容器

ドアバルブ
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凡例
︓ ドリップパン

の移送

グリッパ
駆動装置

本体Ｂ本体Ａ

⽔受け



燃料体処理作業中に⽣じた主な不具合対応 7

①燃料洗浄設備の不具合
（2018年9⽉4⽇）
• 燃料を洗浄して移送した後に洗浄設備内を

乾燥させる操作を⾏ったところ、内部のアルゴ
ンガスを排気する排気弁が閉状態とならな
かった。

• 原因は、排気弁が閉（開）状態となった際
に作動するリミットスイッチがズレて、閉状態で
あるにもかかわらず、閉状態を知らせる信号が
発信されなかったため。

• 対策として、リミットスイッチの調整を実施。

③アルゴンガスの漏えい
（2018年10⽉18⽇）
• 空の状態の燃料洗浄装置を動

かした後、アルゴンガスを循環さ
せ、乾燥させていた際、湿度測
定⽤の計器と配管を接続して
いた仮設ホースが外れ、アルゴン
ガスが漏えいした。

• ホース接続部の形状やホースバ
ンドの締め付け⽅法の変更等を
検討中。

Na 燃料池

⽔中台⾞

燃料交換装置

炉内中継装置

回転プラグ

2

炉外燃料貯蔵槽

燃料洗浄設備

2

1

燃料出⼊機

3

燃料移送機
燃料⽸詰装置

排気弁 リミットスイッチ

②燃料出⼊機グリッパの不具合
（2018年9⽉19⽇）
• 燃料出⼊機（本体A）のグリッパが

地下台⾞の模擬燃料体をつかむ際、
つかみトルクの値が⾼くなり警報が発
報した。

• 原因は、微量のナトリウムがグリッパに
付着したため。

• 対策として、グリッパの洗浄を実施

駆
動
部

状態信号

リミットスイッチ
弁

押し棒が弁と⼀緒
に動き、閉（開）
の位置でスイッチを
押すように調整され
ている。



２次系ナトリウムの抜き取り

空気冷却器

中間熱
交換器

過熱器 蒸発器

オーバーフローライン

ドレンライン

オーバーフロータンク ダンプタンク

ナトリウム
移送⽤配管

⼀時保管⽤
タンク

鋼製ライナｰを敷設

ナトリウム
移送⽤配管
の接続

原⼦炉

1次系
ナトリウム

2次系
ナトリウム

• 安全確保を前提に、ナトリウム漏えい・燃焼リスク低減のため、２次系ナトリウムを全て
抜き取ることとしている。

• ナトリウムは、既設のタンクと現在設置中の⼀時保管⽤タンクに貯留することとしており、
12⽉に抜き取りを完了する予定。

保有量 約840m3

既設タンク
保管容量 約800m3

差分 約40m3

備考 差分を⼀時保管⽤タンク
（約25m3×2）に貯留

【２次系ナトリウムの保有量と既設タンクの保管容量】
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２次系ナトリウムの抜き取りの安全対策

2次ナトリウム純化系配管（既設）

アルゴンガス
仮設配管

P

TE

ナトリウム漏え
い検出⽤の温

度検出器

空気雰囲気セルモニタ ⽕災感知器

架台

2次系ナトリウム
⼀時保管⽤タンク
（8⽉10⽇時点）

⼀時保管⽤タンクの
安全対策

 ナトリウム漏えい検出器、及び
⽕災報知機による監視

 ナトリウム専⽤消⽕器の配備
による初期消⽕対応

 室内への窒素ガス注⼊による
ナトリウム⽕災の進展防⽌

 タンク内へのアルゴンガス充てん
による空気の混⼊防⽌

 鋼製の受け⽫を設置
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まとめ

〇廃⽌措置の第１段階においては燃料体取出し作業を最優先に、燃
料取扱設備の点検、総合機能試験及び各種の訓練を⾏い、8⽉30
⽇より燃料体の処理を実施しています。

〇安全確保を最優先に、廃⽌措置計画に基づき、着実に燃料体の処
理を進めていきます。

〇今後も、もんじゅの廃⽌措置を安全に進め、透明性を確保し、国⺠の
皆様、⽴地地域の皆様のご理解のもと、社会への貢献を果たすべく、
誇りと使命感を持って⼀丸となって取り組んでまいります。
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参考



燃料を⽸詰
処理した状態

⾼さ
約4ｍ

直径
約2ｍ

○⽸詰作業︓遠隔操作で燃料等を⽸詰処理する
○ITVカメラ︓遠隔で実施される⽸詰作業の監視と、燃料等の個体の確認

所内⽤圧縮空気供給系
（ヘッダーに接続）

ITVカメラ

ITVカメラ

制御⽤圧縮空気供給系より
（乾燥した空気）

気体廃棄物
処理系へ

○ ITVカメラ視認性低下の対応状況
（７⽉24⽇、25⽇）

ITVカメラに結露による曇りが発⽣し視認性が低下

（７⽉30⽇）
⽸詰設備からITVカメラを取外し、保護ガラスの清掃等を実施

（７⽉31⽇〜8⽉4⽇）
雰囲気調整空気を乾燥空気に変更し、
装置内の給排気の流量・圧⼒等の曇る条件を確認

（8⽉6⽇〜16⽇）
給気ノズルの⽅向変更（ITVに直接空気を吹き付けない）
ITVカメラ内部を乾燥させ、保護ガラスを清掃

⇒ ITVカメラの視認性改善を確認（8⽉17⽇〜21⽇）

保護ガラスの
内⾯に結露
外⾯に⽔垢の
痕跡あり

側⾯ITVカメラの例
ふき取り前

（測定⽤温湿度計設置状態）
ふき取り後

温湿度計

温度計

燃料⽸詰装置ITVカメラの視認性向上対策


